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（３）モニターからのコメント  

＜荷動き動向＞ 
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東京 

(米材問屋) 

・カナダのカスタムカート用カスケード丸太の出材は依然低調で、価格も高止まり状態。日本向け用丸太入手は

非常に困難で、役物製品の入荷減少傾向が続く。 

(外材問屋) 

・前月に引き続き、現地挽アカマツタルキ、WW材入荷少なく仕入れが難しい。価格も上昇。 

・まだ、仕入高い。来年明け関税が下がる。現地価格下げの影響がどう出るか読めない。 

(集成材問屋) 

・年明けは例年荷動きが悪くなるので、仕入は当用買いで行く予定。 

(中国・南洋材問屋) 

・現地に丸太無く、今月はまとまった仕入れ予定ない。 

・ラワン材の現地原木が少なく、平割の入荷が減少。 

・雨季入りで原木未定な上に海上運賃、労働賃金上昇、円安為替とコストアップ要因が多い。 

(国産材問屋) 

・丸太は全国的に不足感あり、どの製材所も土場はガラガラ。 

(広葉樹問屋) 

・国産広葉樹原木出材時期に入りナラ、カバ、セン等の引合い、手当共に増加する。輸入材は手当難しくなって

いる。 

(仲買・小売) 

・先月仕入が多かったため横ばい。 

・木工事が少ないので当然仕入も少ない。 

・間柱用積層 105×27、45×10 関係が少し不足気味か？ 

・相場は落ち着いたと思われた合板、コンパネ（JAS）ラワンベニヤ 2.5 等が値上がりで困っている。 

大阪 

(仲買・小売) 

・仕入は長尺合板で納期がかかる。 

東海 

(問屋） 

・プレカット工場の稼働は良好だが流通はあまりよくない。WW の KD 間柱が少なく仕入れ困難。米材も少な

い。 

(仲買・小売) 

・稼働日数少なくなるので当用買いにする。 

・販売と連動して国産材の仕入はやや減となる。外材はWW割材が欠品にならないよう注意している。 

・外材の影響を受けて国産材のヒノキが仕入れにくい状態が続いている。 
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東京 

(米材問屋) 

・スプルース役物製品では造作、建具ともに非住宅の大型見積り物件が入り始め、需要家も良材確保に動き始め

ており、問屋への引合いも増加傾向にある。 

(外材問屋) 

・外材の荷動きは良くない。 

・サイズ様々、広く売れている。まだ量は動かない。 

(集成材問屋) 

・12 月の出足は良いが、20 日過ぎには一服するのが例年のパターン。今年も同様か？ 

(中国・南洋材問屋) 

・注文に応じきれない。 

・メルクシ FJLの B、Cグレードに引合いが多い。また、18mm や 40mm なども引合い目立つ。 

・DIY向けは低位安定している。市中小売向けは見積はあるが、価格面で折り合わず多樹種に流れる。 

(国産材問屋) 

・注文材の動きが 10 月、11 月と好調。 

・11 月は期待通り動きがあり、今年最高の月商い額になった。 

・11 月は動きが良かった。小割などの割物がよく動いた。 

(広葉樹問屋） 

・公共工事関連の需要は 12 月と 3月に分散傾向。 

(仲買・小売) 

・米ツガ割物、アカマツタルキ 40×30 はやや増加。 
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<価格動向> 

 
スギ正角 

東京 
(問屋) 
・スギ 90 角は値上げ。 
(仲買・小売) 

・横ばい変わらず。 

・グリーン、KDとも保合。 

大阪 

(仲買・小売) 
・原木は上がっているようだが、製品は今のところ値上げの話はない。 
東海 
(問屋） 
・KD材横ばい。 
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・造作用ツガ無地平板 7 B/L 受注。12 月も 10 月、11 月同様の売上を期待。 

・年内引渡しの物件あり。少々忙しく動いているが、年明けの見積等が少なく、来年の見通しがつかない。 

大阪 

(仲買・小売) 

・戸建の現場があり、少しは忙しくなりそうだ。 

・販売は当面のプレカット受注はある。 

東海 

（問屋） 

・流通はあまり変わらない。 

(仲買・小売) 

・特に大きな動きはなく昨年並みに行けばよい方か。 

・12 月は販売好調、1～2月はやや減少となる。 
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東京 

(米材問屋) 

・米材役物製品では、入荷が絞られていることから、問屋の手持ち不良在庫は見当たらない反面、在庫に不足感

も感じられない。 

(外材問屋) 

・WW現地挽間柱など思ったように在庫できない。 

・仕入価格厳しいので必要な分買っている。ただ在庫不安有り、買い気も有り。 

(合板問屋) 

・輸入型枠用合板の港頭在庫はまだ多い。 

(集成材問屋) 

・1～3月は不需要期なので現状維持できればよい。 

(中国・南洋材問屋) 

・Wセラヤ 24mm 欠品状態。 

・ラワン材は A、B材共に在庫少ない。 

・入出庫共に少なく変化なし。 

 (国産材問屋) 

・スギ小割の動きが良く不足気味。 

(仲買・小売) 

・変動が少ない。 

・木工事が少なく在庫ができない。 

・輸入合板、特に構造用 12mm の重さにムラあり、非常に重いものがあり搬入に辛さがある。 

大阪 

(仲買・小売) 

・RWの梁桁の輸入ものを増やす。 

東海 

（問屋） 

・在庫は横ばい。 

 (仲買・小売) 

・相場の上昇見込みが少ないので多くは持たない。 

・特に積み増すものはないが、運送の問題で早めに発注をしていく。 
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(仲買・小売) 
・冬期に入っていくし、需要が減るので上昇は厳しい。 
 

ヒノキ正角
土台角 

東京(仲買・小売) 
・正角、土台角とも横ばい変わらず。 
・正角、土台角とも保合。 
東海 
(問屋) 
・原木は少ないらしいが、正角、土台角とも価格はまだ横ばい。 
 (仲買・小売) 
・10.5 角×3m はやや不足気味ではあるが、冬期は上がらないだろう。土台角は 12×12、10.5×10.5
も含め在庫不足感はないので上がらないのでは。 
・産地では原木が少なく、正角、土台角とも需要次第で値上げもある。 
 
 

米ツガ 東京(外材問屋) 
・正角保合、土台角は仕入価格やや下落。 
東京(仲買・小売) 
・正角、土台角、割物とも問屋は上げ上げと言ってるが、動きが悪く上げきれない。 
・保合ながら割物はやや強いが変わらず。 
・米ツガの良材が少ないため、高いものを買わなければならない。割物やや上昇。 
東海(問屋) 
・正角、土台角、割物とも特に変わりなし。 
 

米マツ平角 東京(外材問屋) 
・製材工場廃業の影響はこれからか？ 
東京(仲買・小売) 
・問屋は上げ上げと言ってるが、動きが悪く上げきれない。 
・保合。 
大阪(仲買・小売) 
・RWが下がった分まだ下がらない。 
東海 
(問屋) 
・需要多くやや品薄の材もあるが価格は横ばい。 
(仲買・小売) 
・中国木材平角値上げもある？ 

北洋アカマ
ツタルキ 

東京(外材問屋) 
・強含み。 
・アカマツ桟木 3ｍは少ないまま。 
東京(仲買・小売) 
・問屋は上げ上げと言ってるが、動きが悪く上げきれない。。 
・保合。 
・今のところ良材がない。価格やや上昇。 
大阪(仲買・小売) 
・値上がりが浸透。 
東海 
(問屋) 
・横ばい。 
(仲買・小売) 
・1～2月に大きく上がった後は変化なし。 
・やや強い様子だが価格はまだ上がらず。 



5 

 

WW･RW 集成材 東京(外材問屋) 
・WW、RWとも保合。 
・RW弱い。売れ行き不振で不足感無し。 
東京(集成材問屋) 
・WWは価格若干上がり、納期もかかるようになった。RWは保合かやや弱保合。米マツ KD平角
との値差。 
東京(仲買・小売) 
・問屋は上げ上げと言ってるが、動きが悪く上げきれない。 
・WW、RWとも保合。 
大阪(仲買・小売) 
・RWは国内メーカーも少し下がる。 
 
 
 
 
東海  
(問屋) 
・出荷は好調でラミナの不足も言われ近々値上げの状況だが、今のところアナウンスはない。 
(仲買・小売) 
・WW柱はやや強い様子。RW平角は依然弱含み。 
 

合板 東京 
(問屋) 
・型枠はほぼ欠品状態が続いており、価格も入荷のたびに上昇している状況。針葉樹 12mm に関して
は、10 月から荷動きが活発になっており少し緩んでいた価格が引き締まっている状況。針葉樹 28mm
に関しても全体の荷動きが出たことで、価格が引き締まっている。また、針葉樹合板メーカー全体
的にトラックが取れず搬送がタイトになっている。 
(仲買・小売) 
・問屋は上げ上げと言ってるが、動きが悪く上げきれない。。 
・型枠用合板はやや上昇続き。 
大阪(仲買・小売)  
・針葉樹合板価格は現状のままだと思われる。 
・針葉樹は安定している。長尺は納期はかかるが価格は横ばい。 
・薄物のラワンベニヤが徐々に上がっている。。 
東海 
(問屋) 
・針葉樹構造用変わらず。 
(仲買・小売) 
・ラワン合板は少ないが、価格は横ばい。針葉樹合板は若干の値上げ。 
 

 


